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研究目的
　Wi-Fi通信によって遠くの人々とも繋がることが出来るようになったという点を活かし、本研究のシステムを通じて効率的に交流を促進することを目的とする。

研究概要
　2005年ニンテンドーDS(以下、NDS)ソフト「おいでよ どうぶつの森」の発売を皮切りに、次々とWi-Fi通信対応のゲームソフトが発売されている。このシステムの登場により、Wi-Fi通信対応のゲームソフトの利用者(以下、利用者)は主に、対戦・交換・チャットを楽しんでいるようだ。
　ニンテンドーのWi-Fi通信についてのホームページを見たところ、「カンタン・あんしん・無料」を軸としている。それにより、「ともだちコード」と呼ばれる利用者個々に設けられている12桁の数字を交換し合わないと、お互いに通信出来ないシステムになっている。
　そして、現在存在している利用者の為の交流支援サイトは、掲示板でスレッドを立てて募集を行っているタイプがほとんどである。大量にあるスレッドから自分の目的を見つけ出すには、検索窓機能だけではあまりに非効率的である。
　現状では、ともだちコードの交換や、目的に応じた利用者を探すことが困難である事が交流を少なからず妨げている。本研究では、利用者同士の交流を図りやすくするために、利用者の検索や利用者のマッチングなどを行う仲介役を導入したシステムを検討する。
まず、Wi-Fi通信対応ゲームの現状の分析と、制作者が設定した利用環境の範囲で利用者がどのような方法でこのシステムを活用しているかを調査し、問題点を議論する。解決方法を議論し、交流に必要な機能や条件について検討を行う。そして、Wi-Fi通信対応ゲームソフトの利用者交流支援システムをインターネット上に構築し、利用者に使用してもらい、アンケート等を通じて評価を行う。

期待される効果
· 円滑で効率よく交流を図り、活発化が望める。
· 同じゲームを使っている仲間が増える。
